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問：自立活動に取り組み改善した姿が、日常生活や他教科での学習にも広がりを見せるのか

概 要
「自立活動のチェック表」を使ってアセスメントを行い、それをもとに課題関連図を作成し指導仮説を
立て実践を行った。課題関連図を作成したり指導仮説を立てたりして段階を踏んで指導内容を決定した
ことで、より実態に即した実践となり日常生活や学習活動などでの行動の変化の様子が観察された。自立
活動に取り組み改善した姿が他教科での学習でも見てとれた。課題関連図を図示すること、指導仮説を立
てること、そしてそれらを共有できるような形で残しておくことが有効だとわかった。今回の事例では粗
大運動の力に注力したことが日常での活動や学習活動をより充実させることにつながった。

日常や学習活動での変化の観察

的確なアセスメントにより課題を正確に捉え、本児の実態に合った指導内容を設定することができ、そしてそれを実行できた
ことが行動の変化に大きく貢献したと考えられる。担任や保護者より、日常生活でも指さしがひんぱんに見られるようになり、
本児の興味の対象を捉えやすくなったということが報告されている。遊びの場面では、これまでは１つの取り組みをずっとし続
ける様子が観察されていたが、この時期より太鼓橋や吊り橋渡り、すべり台やジャングルジム、リングトンネルなどの6つほどの
遊具を連ねるように続けて遊ぶ様子が見られだした。学習課題に取り組む際も、手元の操作性が上がり作業を完結させられる場
面が増えてきた。「できた！」と称賛を求め、嬉しそうな表情を浮かべる機会も増えた。「３年後の姿」に近づいた。丁寧にア
セスメントを行い課題がどう関連するのかを図示する(課題関連図)こと、そして課題関連図をもとに現在の姿から３年後の姿を
見定め、そのために１年後にはどのような姿になっていたらよいのかとステップを刻んで指導仮説を立てること、こうした手順
を踏んでいくことが的確な指導目標を立てる近道となり、実態に即した実践に結びつく。そしてこの道筋を残し共有できる状態
にしておくことが実践の有用性の検証に貢献し、次の担当者への指導の引継ぎにもなる。今回の事例では粗大の力に注力するこ
とが日常での活動や学習活動をより充実させることにつながった。引き続き丁寧な観察を続け、実践を積みあげていきたい。

自分の名前を指さし ジャングルジム
に挑戦

ストローの先を
ごっつんこ

９月から１月にかけての学習の様子や遊びの
様子を観察したり、当該学部の教師に児童Ａ
の様子の変化を聞き取ったりした。
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